
令和５年度 看護キャリアセンター報告

臨床看護師の研究能力を
高めるための取り組み

教育研究推進WG



研究は看護の質の向上に貢献するものと言われている。

日本看護協会の看護者の倫理綱領１）において、「看護
者は、研究や実践を通して、専門的知識・技術の創造と
開発に努め、看護学の発展に寄与する」と述べられており、
看護者は科学的根拠に基づく看護を実践し、また専門的
知識や技術の開発を行い、看護学に寄与する責任を担っ
ている。

当院看護部は、臨床看護師の研究能力を高めるために
主に３つの取り組みを実施している。

はじめに

文献１）公益社団法人日本看護協会，看護者の倫理綱領: 2003. 5p，
https://www.nurse.or.jp/home/publication/pdf/rinri/code_of_ethics.pdf， (参照2020-12-8)



当院における研究能力を高めるための取り組み

1.九州大学病院看護研究コース

研究に関する知識やスキルに関する
研修を行いながら、指導者による指導
も実施（令和5年度は休講）

⚫ 教育研究推進ＷＧが中心となり平
成24年度に臨床看護師の看護
研究に関する看護実践力向上を
目的として開講された。

2.キャリアステーション

研究を進めていく中で、困ったことや進学
について相談できる

⚫ 平成25年6月にキャリア相談窓口を
開設。大学院修了者や専門看護師
を相談員としている。

３.九州大学看護共創・実装研究拠点

今年度より、保健学科と協力して九州大学看護共創・実装研究拠点組織の構築
を目指し、実装研究に取り組んでいる

⚫ 教育研究推進WGでは、実装研究の進捗状況に関して情報共有を行っている。



１．九州大学病院 看護研究コース

教育研究推進WG構成員：

九州大学大学院医学研究院保健学部門看護学分野の教員

九州大学病院看護部の教育担当、大学院を修了した看護職員

【看護研究コースの流れ】
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看護研究コース 受講者支援体制

病棟
指導者

基本的に受講者と
教員でやり取りを行う

指導者も教員の指導時に同席してもよい
※初回は同席することが望ましい

進捗状況の確認、対応に困ることがあればWGへ報告

自分の考え、
わからないことを伝える

教員からの指導内容を伝
え、助言をもらう。
教員に連絡する前の相談
など。
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WG
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受講者 教員

教員の指導内容について、
理解不足の点があれば助言する。
課題ができるよう支援する。

研究の視点・方法を助言

受講者が教員とメールで連絡
する場合は、病棟指導者をCC
に加える



⚫ 構 成 員 ：看護師長、専門看護師、大学院修了者

保健学科への人事交流経験者

令和５年度は教育研究推進WGメンバー11名で相談に対応

⚫ 相談内容：看護研究の相談（研究テーマの絞込み、研究計画書の作成など）

進学相談（大学院進学やスペシャリストを目指す際の情報提供）

⚫ 相談日時：令和５年度より、原則第２・４金曜日15～16時

2．キャリアステーション

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

令和3年度 1 0 2 2 0 0 1 0 0 0 0 0

令和4年度 0 0 2 1 1 2 3 1 1 1 0 3

令和5年度 0 0 1 0 1 0 2 1 0 0 0 0

0

5

月別相談件数（年度比較）

（件）



キャリアステーション利用の感想（n=5）
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看護研究Q＆Aは役立ったか

問題解決に役立ったか

とても役立った 少し役立った どちらでもない あまり役立たなかった

全く役立たなかった 利用しなかった 無回答

3 1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

必要があればまた利用したいか

非常にそう思う ややそう思う どちらでもない あまり思わない 全く思わない



【利用者からのアンケート結果（一部抜粋）】

◼相談員の方に話して、倫理のことや足りていない視点に気付く

ことができ、勉強になった。

◼研究の進め方や文献の選択方法など、始める段階で学びに

なった。

◼ スムーズで利用しやすかった。

キャリアステーション利用の感想（n=5）



3．九州大学看護共創・実装研究拠点

今年度は保健学科と協力して九州大学看護共創・実装
研究拠点組織の構築を目指している。

「実装研究」とはエビデンスがある介入を社会に普及・実装さ
せるための方策やそのポイントについて科学的に明らかにする
ことを目指した研究手法である。



3．九州大学看護共創・実装研究拠点

看護実践の国際標準化
九州大学ナーシングのブランディング

九州大学看護共創・実装研究拠点

看護ケア/マネジメント
共創部門

ヘルスケアシステム
共創部門

母子・家族健康支援
開発ユニット

コミュニテイ健康支援
開発ユニット

クリニカル看護ケア
開発ユニット

看護マネジメント
開発ユニット

保健学部門
看護学分野

九州大学病院
看護部

社会実装に向けたBest Practiceの創出

臨床/地域における社会実装

看護実践の質評価
看護実践の効率化
臨床におけるEBNの創出
BPの開発
SRによるBPのガイドライン化

医療安全評価 看護教育評価
看護師の労働環境関連指針作成
看護業務のICT化/デザインアプ
ローチ
看護関連の大規模データの解析

小児・家族の健康支援方法の
開発
妊産婦のメンタルヘルス支援
方法の開発
女性の健康支援方法の開発

認知症高齢者の看護ケア開発
保健師活動における評価の尺度
開発
地域住民健康支援方法の開発

 BPの試験的導入
 BP導入の障壁・促進要因の探索
 BP普及の評価検証
 九州大学看護BPモデルの成果発信

担当：〇橋口 担当：〇藤田君 後藤 担当：〇疋田 諸隈 担当：〇寺岡 鳩野

代表：看護学分野長 代表：看護部長

組織九州大学看護共創・実装研究拠点設置構想



3．九州大学看護共創・実装研究拠点

• 令和5年度は看護研究コースを休講とし、実装研究の
試行として２件の実装研究を実施している。

• 保健学科の講座と病院の部署から数名ずつ選出し協働で
研究を行っている。

• どちらの研究も倫理審査の承認を受け、各部署で調査を
実施している段階である。

• 調査終了後は結果を分析・考察し、学会発表を目指して
いる。

・個人防護具（PPE）着用による熱ストレス低減にむけた指針作成
・頭頸部がんを対象とした看護師主導の急性期口腔ケア介入の効果の検討



➢ キャリアステーションへの相談内容は「研究テーマの絞
り込み」が多い傾向が続いており、看護研究の推進のた
め、相談者のニーズを把握し、それに応じた初学者向け
に事前学習の支援について検討していく。

➢ 今年度、九州大学保健学部門看護学分野の教員と協働し
て、看護共創・実装研究を開始した。部署で複数の看護
師が研究分担者になり、調査においては部署全体でデー
タ収集をしていくことで、新人看護職員も研究に関わる
ことになり、研究マインドを育てることに役立つと考え
る。

➢ 今後は研究テーマを増やす予定であり、多くの部署で実
装研究に取り組むことができ看護職員全体の研究スキル
の向上が期待できる。

今後の展望


